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  研究要旨  

「AMRに関するアジア太平洋ワンヘルス・イニシアチブ（ASP
IRE）」に基づき、アジアにおける三輪車サーベイランスを推
進した。収集菌株の全ゲノム解読を実施することにより、ヒ
ト・動物・環境の各セクター間及び各国間の精細な菌株比較を
行うことを目指した。 

 

 

 
Ａ．研究目的： 

ASPIRE に基づき、WHO/OIE/FAO が推進する

三輪車プロジェクトに基づいたワンヘルスサーベ

イランスをアジア各国で推進し、収集菌株のゲノ

ム解読を行うことを目的とした。 
 

Ｂ．研究方法： 

サーベイランスを希望するマレーシア及びインド

ネシアにおいて行ったサーベイランスによる収集

株を日本に輸送し、ショートリードシークエンシ

ングによる全ゲノム解読に供した。 
 

Ｃ．研究結果: 

マレーシアにおいてヒト・食鳥・水環境から分離

されたセフォタキシム耐性大腸菌 587 株及びカル

バペネム耐性菌 102 株、インドネシアでヒトと食

鳥由来検体から分離された大腸菌 423 株について、

全ゲノム配列が得られた。 
 

Ｄ．考察: 

現在、得られたゲノム情報の解析を継続しており、

今後各国で分離された薬剤耐性大腸菌の性状を明

らかにするとともに、それらのセクターを超えた

拡散の有無についての評価が可能となると考えら

れる。 
 

Ｅ．結論 

各国における三輪車サーベイランスの導入から、

収集菌株とその全ゲノム配列の取得までが可能と

なった。本研究により、アジアにおける薬剤耐性

対策に寄与すると同時に、当地における薬剤耐性

菌の拡散状況についての情報を得ることが出来た。 
 

Ｆ．健康危険情報 
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